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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 26,064 △6.0 1,171 △37.0 1,261 △34.8 380 △73.8

2019年3月期第2四半期 27,739 1.6 1,860 51.4 1,934 46.6 1,454 59.7

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　528百万円 （△57.0％） 2019年3月期第2四半期　　1,228百万円 （39.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 7.66 ―

2019年3月期第2四半期 29.28 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 46,396 17,234 37.0

2019年3月期 47,288 17,202 36.3

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 17,166百万円 2019年3月期 17,142百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2020年3月期 ― 0.00

2020年3月期（予想） ― 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,500 0.3 4,000 0.7 3,900 △1.8 2,900 △4.5 58.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 52,279,051 株 2019年3月期 52,279,051 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 2,592,855 株 2019年3月期 2,592,855 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 49,686,196 株 2019年3月期2Q 49,686,220 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資

料P.2「１.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得の改善が進み穏やかな回復基調が見られる一方、

企業収益や個人消費の伸び悩みと相次ぐ自然災害や海外情勢の不確実性により力強さに欠ける状況が続いておりま

す。また海外経済においても、米中貿易摩擦の継続や中国経済の減速を背景に輸出の減少や設備投資の抑制が続

き、景気の先行きは不透明な状況が続いております。このような環境のもと、当第2四半期連結累計期間の売上高

は前年同期比6.0％減の26,064百万円、営業利益は前年同期比37.0％減の1,171百万円、経常利益は前年同期比

34.8％減の1,261百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比73.8％減の380百万円となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電子事業）

 電子事業におきましては全体的な基板受注の減速感が続く中、国内電子事業に関しましてはアミューズメント

機器向けが好調に推移したものの、主に産業機器及び電子部品向けの落ち込みが大きく、その他アプリケーショ

ン向けを含め第1四半期より受注が回復傾向にありましたが前年同期比では減収となりました。また海外電子事

業に関しましてもEU及び中国向け車載基板の受注の落ち込みなどがあり売上高は前年同期比5.8％減の20,418百

万円となりました。セグメント利益は生産効率の改善や原価低減等を推進しましたが、売上の減少による影響が

大きく、前年同期比36.1％減の833百万円と売上、利益ともに前年同期を下回る結果となりました。

（工業材料事業）

 工業材料事業につきましては、海外経済減速の影響に加えて都市インフラ関連の製品が需要の端境期に当た

り、また、昨年度上半期に例年の水準を超えて大きく伸びた混和剤の販売が天候不順の影響もあって今上半期は

通常の水準に戻っています。当第2四半期に入り相次いでいる主要取引先での生産設備トラブルも少なからずマ

イナス要因となり、更には昨年度第2四半期以降に稼働を開始した生産設備に関する減価償却負担増も収益下押

し要因になっています。その結果、売上高は前年同期比6.8％減の5,646百万円、セグメント利益は前年同期比

39.3％減の338百万円となりました。

 

（2）財政状態に関する説明

 当第2四半期連結会計期間末における総資産は46,396百万円となり、前連結会計年度末に比べ892百万円減少しま

した。主な増減は、受取手形及び売掛金の減少1,163百万円、仕掛品の増加325百万円、有形固定資産の減少168百

万円及び繰延税金資産の増加109百万円であります。

 負債の残高は29,161百万円となり、前連結会計年度末に比べ924百万円減少しました。主な増減は、支払手形及

び買掛金の減少627百万円、賞与引当金の増加270百万円及び借入金の減少497百万円であります。

 純資産の残高は17,234百万円となり、前連結会計年度末に比べ31百万円増加しました。主な増減は、利益剰余金

の減少116百万円、その他有価証券評価差額金の増加51百万円及び為替換算調整勘定の増加85百万円であります。
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当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は5,476百万円（前連

結会計年度末は5,440百万円）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は2,256百万円（前第2四半期連結累計期間は2,571百万円の獲得）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益694百万円、減価償却費1,025百万円及び事業構造改善費用566百万

円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は634百万円（前第2四半期連結累計期間は1,526百万円の使用）となりました。

これは主に、固定資産の取得による支出749百万円及び固定資産の売却による収入59百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は1,591百万円（前第2四半期連結累計期間は133百万円の使用）となりました。

これは主に、借入金の純減少額497百万円、ファイナンス・リース債務の返済による支出330百万円及び配当金の

支払額496百万円によるものです。

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2020年3月期の業績予想につきましては、2019年5月15日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありま

せん。

 なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は、業

況の変化等により、予測数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年3月31日) 

当第2四半期連結会計期間 
(2019年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,440 5,476 

受取手形及び売掛金 17,564 16,400 

商品及び製品 2,199 2,150 

仕掛品 2,014 2,340 

原材料及び貯蔵品 3,116 3,216 

その他 444 387 

貸倒引当金 △15 △69 

流動資産合計 30,764 29,903 

固定資産    

有形固定資産    

土地 4,248 4,260 

その他（純額） 9,812 9,632 

有形固定資産合計 14,061 13,892 

無形固定資産 194 187 

投資その他の資産    

その他 2,449 2,569 

貸倒引当金 △180 △157 

投資その他の資産合計 2,268 2,412 

固定資産合計 16,524 16,492 

資産合計 47,288 46,396 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年3月31日) 

当第2四半期連結会計期間 
(2019年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,203 7,576 

短期借入金 5,732 3,752 

1年内償還予定の社債 464 394 

1年内返済予定の長期借入金 2,255 2,574 

未払法人税等 572 464 

賞与引当金 357 628 

その他 2,993 3,242 

流動負債合計 20,578 18,632 

固定負債    

社債 806 609 

長期借入金 4,672 5,835 

役員退職慰労引当金 8 8 

退職給付に係る負債 2,605 2,646 

その他 1,415 1,430 

固定負債合計 9,507 10,529 

負債合計 30,086 29,161 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,358 4,358 

資本剰余金 4,174 4,174 

利益剰余金 9,950 9,834 

自己株式 △491 △491 

株主資本合計 17,991 17,874 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 42 94 

繰延ヘッジ損益 △0 △0 

為替換算調整勘定 △884 △799 

退職給付に係る調整累計額 △6 △3 

その他の包括利益累計額合計 △848 △708 

非支配株主持分 59 67 

純資産合計 17,202 17,234 

負債純資産合計 47,288 46,396 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 

(自 2018年4月 1日 
 至 2018年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 2019年4月 1日 
 至 2019年9月30日) 

売上高 27,739 26,064 

売上原価 22,825 21,962 

売上総利益 4,914 4,102 

販売費及び一般管理費 3,054 2,930 

営業利益 1,860 1,171 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 4 1 

受取賃貸料 21 22 

持分法による投資利益 27 － 

投資事業組合運用益 1 97 

為替差益 99 7 

その他 25 28 

営業外収益合計 182 159 

営業外費用    

支払利息 57 51 

その他 50 19 

営業外費用合計 107 70 

経常利益 1,934 1,261 

特別利益    

その他 53 － 

特別利益合計 53 － 

特別損失    

事業構造改善費用 － 566 

特別損失合計 － 566 

税金等調整前四半期純利益 1,988 694 

法人税、住民税及び事業税 513 454 

法人税等調整額 12 △148 

法人税等合計 525 306 

四半期純利益 1,462 388 

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 7 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,454 380 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 

(自 2018年4月 1日 
 至 2018年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 2019年4月 1日 
 至 2019年9月30日) 

四半期純利益 1,462 388 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 16 51 

繰延ヘッジ損益 0 0 

為替換算調整勘定 △254 85 

退職給付に係る調整額 3 3 

その他の包括利益合計 △234 140 

四半期包括利益 1,228 528 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,220 520 

非支配株主に係る四半期包括利益 7 7 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 

(自 2018年4月 1日 
 至 2018年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 2019年4月 1日 
 至 2019年9月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,988 694 

減価償却費 929 1,025 

事業構造改善費用 － 566 

のれん償却額 9 9 

賞与引当金の増減額（△は減少） 74 270 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 30 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 61 40 

受取利息及び受取配当金 △6 △3 

支払利息 57 51 

固定資産売却損益（△は益） △2 △7 

持分法による投資損益（△は益） △27 － 

売上債権の増減額（△は増加） 186 1,224 

たな卸資産の増減額（△は増加） △652 △340 

仕入債務の増減額（△は減少） 794 △682 

未払金の増減額（△は減少） △23 291 

その他 △237 △346 

小計 3,152 2,824 

利息及び配当金の受取額 6 15 

利息の支払額 △57 △51 

法人税等の支払額 △530 △532 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,571 2,256 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △1,521 △749 

固定資産の売却による収入 6 59 

投資有価証券の取得による支出 △62 △2 

その他 50 56 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,526 △634 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,320 △1,980 

長期借入れによる収入 3,000 2,750 

長期借入金の返済による支出 △1,355 △1,267 

社債の発行による収入 591 － 

社債の償還による支出 △304 △267 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △397 △330 

自己株式の取得による支出 △0 － 

配当金の支払額 △347 △496 

財務活動によるキャッシュ・フロー △133 △1,591 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 5 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 903 36 

現金及び現金同等物の期首残高 4,778 5,440 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,681 5,476 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間（自 2018年4月1日 至 2018年9月30日） 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）2 

  電子事業 
工業材料 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 21,679 6,060 27,739 － 27,739 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計 21,679 6,060 27,739 － 27,739 

セグメント利益 1,303 556 1,860 △0 1,860 
 
（注）1．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去△0百万円が含まれております。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
 

Ⅱ 当第2四半期連結累計期間（自 2019年4月1日 至 2019年9月30日） 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額   電子事業 

工業材料 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 20,418 5,646 26,064 － 26,064 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計 20,418 5,646 26,064 － 26,064 

セグメント利益 833 338 1,171 － 1,171 
 

 

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「電子事業」セグメントにおいて、当社の横浜事業所生産停止の意思決定に伴い固定資産の減損損失

を計上しております。なお、当該セグメントにおける減損損失の計上額は、当第2四半期連結累計期間に

おいて312百万円であり、特別損失の「事業構造改善費用」に含まれております。

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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